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焼却対象物等からの放射性セシウム分離促進技術の研究 

○西崎吉彦、市川誠吾、上原慧、原田浩希（日立造船㈱）

伊藤浩平、倉持秀敏、大迫政浩（(国研)国立環境研究所） 

１． はじめに 

本研究では、事故由来放射性セシウム(以下 Cs)を含む焼却対象物に Cs分離促進剤として塩素系薬剤を添加

し焼却した。焼却灰に含まれる放射性 Csについて、CsClのような水溶性または揮発性 Csの割合を高め、焼

却灰に残存する放射性 Csを揮発または水洗浄により分離除去する処理手法について検討した。 

２．焼却試験方法および放射性 Cs除去効果の評価方法 

試験試料は、事故由来放射性 Csにより汚染された地域の焼却対象物を使用

した。その分析結果を表 1に示す。焼却前の放射性 Cs濃度は湿基準として 

2800 Bq/kgであった。焼却対象物に 3 wt％の塩素系薬剤 (薬剤 a：CaCl2、薬剤 b：

低融点塩化物(融点 600℃以下)、薬剤 c：低融点塩化物+CaCO3)のいずれかを混合し

て試料皿に充填し、管状炉内で温度(700℃、800℃、900℃)、時間 2 h、空気比 1.5

の条件で焼却した。焼却後試料中の放射性 Cs濃度を測定した後、固液比 1:10で 6 h

撹拌、水洗により溶出試験を行った。焼却処理による Cs除去効果の評価のため、 

「揮発 Cs」は焼却前後の放射性 Cs量の差、「水溶性 Cs」は水洗前後の放射性 Cs量

の差、それ以外を「残存 Cs」とそれぞれ定義した。また焼却前 Csに対する 

揮発 Cs+水溶性 Csの割合を｢Cs分離除去率｣とした。 

３．結果および考察 

図 1に試験結果を示す。Cs分離除去率は薬剤

無添加時には 1％以下であるのに対し、薬剤添

加では 65.8～94.4％となり、薬剤添加による

Cs分離促進効果が確認された。薬剤添加と焼却

により水溶性 Csの割合が増加し、温度の上昇

につれ揮発 Csの割合が増加した。Csは①水溶

性 Csへの反応、②水溶性 Csの揮発の二つの過

程を経て、薬剤添加量の増加は①に寄与し、温

度上昇により①および②が促進されると考え

られる。Cs分離除去率を高めるためには、より

高温の処理が有効であった。また、薬剤の効果について、薬剤 bは低融点塩化物による水溶化促進効果が高く、

薬剤 cは水溶化促進効果に加え、CaCO3による揮発促進効果があると考えられる。 

本試験において放射性 Cs濃度が 2800 Bq/kgの焼却対象物では、薬剤添加・焼却、水洗浄により焼却灰中の

放射性 Cs濃度を 8000 Bq/kg以下に処理可能であった。また、試験結果から試算すると 900℃処理では放射性

Cs濃度が 10000 Bq/kg程度の焼却対象物でも焼却灰中の放射性 Cs濃度を 8000 Bq/kg以下に処理可能である

ことが明らかとなった。 

４．まとめ 

塩素系薬剤添加・焼却、水洗浄により通常のごみ焼却温度域で高い Cs分離除去率(最大 94.4％)を得ることが

可能であった。また 10000 Bq/kg程度の焼却対象物でも焼却灰を 8000 Bq/kg以下に処理可能と試算された。 

分析項目 単位 分析値
放射性Cs Bq/kg 2800
水分 45.9
灰分 8.6
可燃分 45.5
塩素 wt％ 0.04
Si 30000
Ca 3800
Al 7600
Na 1300
K 3500

低位発熱量
(実測値)

kJ/kg 7500

wt％

mg/kg

表 1 焼却対象物の分析結果 

（湿基準）

図 1 薬剤添加における放射性 Csのバランス 
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